
各層梁天から部材心までの距離

(C)UNION SYSTEM Inc.
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断面算定条件

端部断面算定位置＝ヒ
ンジ発生位置です。

端部断面算定位置と
は異なる位置の応力を
採用する場合に指定し
ます

(C)UNION SYSTEM Inc.
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ます。



接合部

終局強度設計を
⾏う場合は、短
期の検討を省略期の検討を省略
することができ
ます。

“ <3>する（Ds算定時
応⼒を⽤いる）” を選
択した場合は、Ds算定
時の応⼒から設計せん
断⼒を計算します。
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積雪荷重

8.5床・床組

積雪を考慮
す ブするスラブ
を指定する
必要があり
ます マウス⼊⼒

(C)UNION SYSTEM Inc.
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ます。 マウス⼊⼒



フレーム外雑壁

<1>節点重量に考慮する（地震⽤重量は考慮する）
<2>節点重量には考慮しないで、⾃⽴壁とし地盤に伝達する（地震⽤重量は考慮する）

3 節点重量 地震⽤重量とも考慮しない

■重量の考慮

<3>節点重量、地震⽤重量とも考慮しない

■CMoQoの考慮
<1>考慮する（両⽅向に伝達） <3>考慮する（Y⽅向に伝達）考 （ 伝 ） 考 （ 伝 ）
<2>考慮する（X⽅向に伝達） <4>考慮しない

<負値> ⼩梁B･No. → 指定した⼩梁に等分布荷重として伝達
床組内の⼩梁の位置を⽰す番号で、

マウス⼊⼒では⼩梁をクリックして指定でき
ます。

⼀次⼩梁は1〜9、⼆次⼩梁は11〜109、三次⼩梁は111〜999で指定します。

伝達す ⼩梁をク ク伝達する⼩梁をクリック

※上下層の床組に同じB･Noが存在すれば、⼩梁の位置に関係なく壁重量が分配されます。
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（指定したB･No.が上下層において同じ位置の⼩梁とはかぎりませんのでご注意ください。）



袖壁・腰壁・垂壁の有効断面の低減率

L1 α：低減率

L2
開⼝ t

α 低減率
垂壁（袖壁）の有効断⾯積＝α×L1×t
腰壁（袖壁）の有効断⾯積＝α×L2×t

耐震壁として認識されない壁、
外部袖壁 パラペットの有効断外部袖壁、パラペットの有効断
⾯を低減します。

※ “階ごと”と“ゾーン指定”の2つの 指定⽅法があります。
外部袖壁および梁剛性に考慮するとしたパラペットは、階ごとのデータ
のみ考慮します。

※部材種別の判定のτu／Fcに袖壁･腰壁･垂壁を考慮する場合も、この項⽬の
低減率が考慮されます。
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低減率が考慮されます。



剛床仮定の解除

弾塑性解析では、全節点を剛床仮定解除でき
ませんません。

全節点を剛床解除したい場
合は、5の節点を剛床仮定の
解除を指定せず 節点だけ解除を指定せず、1節点だけ
の剛床としてください。
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鉄筋重心位置

⼀段⽬の鉄筋重⼼位置を⼊⼒し
ます。ます。
梁の⼆段筋および柱の寄筋を考
慮した重⼼位置は⾃動計算しま
す。す。
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保有計算条件－終局耐力

柱の危険断⾯位置（断⾯算
定位置）がX⽅向とY⽅向で
異なる場合の指定です。

例）断⾯算定位置を壁端または梁・柱⾯としている場合例）断⾯算定位置を壁端または梁 柱⾯としている場合
“<1>XY⽅向で⻑い⽅を採⽤する”

→ 両⽅向とも危険断⾯位置は(b)の位置
“<2>XY⽅向で短い⽅を採⽤する”

⽅向 危険断 位 位
(b)

Y

→ 両⽅向とも危険断⾯位置は(a)の位置
“<3>⽅向毎で採⽤する”

→X⽅向解析時の危険断⾯位置は(a)の位置
→Y⽅向解析時の危険断⾯位置は(b)の位置

(a)
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XY →Y⽅向解析時の危険断⾯位置は(b)の位置
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保有計算条件－部材種別の判定

部材種別の判定における
破壊モードの判定に⽤い
られます。

【破壊モードの判定】
・せん断破壊の判定

Qu≦n1・QM
Qu：終局せん断耐⼒
n1：崩壊形判定のためのせん断⽤応⼒割増率
QM D 算定時のせん断⼒Qu≦n1 QM

αQ≦αM
QM：Ds算定時のせん断⼒
αQ：未崩壊部材が崩壊形に⾄る曲げモーメントの余裕度
αM：未崩壊部材が崩壊形に⾄るせん断⼒の余裕度

・曲げ破壊の判定

Mu≦n1・M Mu：終局曲げ耐⼒ 、 M：Ds算定時のフェイスモーメント
n1：崩壊形判定のための曲げ⽤応⼒割増率

Ds算定時で塑性ヒンジが⽣じている箇所以外に下式が成⽴する場合は塑性
ヒンジが⽣じているものとみなします。

(C)UNION SYSTEM Inc.(C)UNION SYSTEM Inc.
127

n1：崩壊形判定のための曲げ⽤応⼒割増率



よくあるお問い合わせ

Q：「ΣCMu／ΣGMu、N／Nu」で
ΣCMu／ΣGMuが⼊⼒値（1.20）
未満となる箇所に“＊”が表⽰され
ません。
なぜですか？

A： ΣCMu／ΣGMuでは梁崩壊だけでなく柱崩壊の判定も⾏っており、どちら
の崩壊形かを判断できない（1／⼊⼒値＜検討値＜⼊⼒値）場合に“*”を
表⽰しているためです表⽰しているためです。

0.83
(＝1／1.2) 1.2

【⼊⼒値を1.2とした場合】
( 1／1.2)

ΣCMu／ΣGMu
梁崩壊柱崩壊 ＊を表⽰
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